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祈
り
と
共
に 

 

大
斎
節
を
過
ご
す 

  
 

 

司
祭 

グ
レ
ー
ス 

神
崎
和
子 

 

３
月
１
日
、
大
斎
始
日
か
ら
40
日
間

の
大
斎
節
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

大
斎
節
は
、
ま
た
「
レ
ン
ト
」
と
も

言
わ
れ
ま
す
。
「
レ
ン
ト
」
は
、
大
斎

節
の
英
語
名
で
「
春
」
を
意
味
す
る
言

葉
で
す
。
そ
の
大
斎
節
の
内
容
は
、
ま

た
時
代
と
共
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

大
斎
始
日
の
礼
拝
式
文
「
勧
め
」
の

部
分
で
は
、
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。 

「
初
め
の
う
ち
、
こ
の
大
斎
節
は
、
そ

の
年
の
復
活
日
に
洗
礼
を
受
け
る
人
や
、

ま
た
、
罪
を
赦
さ
れ
て
教
会
の
交
わ
り

に
回
復
さ
れ
る
予
定
の
人
々
に
よ
っ
て

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
人
々
が
悔
い
改
め
や
、
断

食
、
憐
れ
み
の
業
を
行
な
う
期
間
で
し

た
。 し

か
し
大
斎
節
の
こ
の
よ
う
な
意 

味
が
段
々
と
変
化
し
、「
全
教
会
の
人
々

が
悔
い
改
め
と
断
食
を
も
っ
て
復
活
日

を
迎
え
る
期
間
」
と
い
う
、
信
徒
の
一

般
的
な
準
備
の
時
と
な
っ
て
い
っ
た
の

で
す
。 

こ
の
大
斎
節
の
「
四
十
日
」
と
い
う

日
数
は
最
初
か
ら
決
ま
っ
て
い
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。東
方
教
会
、

ロ
ー
マ
の
教
会
な
ど
様
々
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
や
が
て
モ
ー
セ
物
語
や
イ

エ
ス
様
の
荒
れ
野
で
の
誘
惑
物
語
な
ど

か
ら
、
「
四
十
日
間
」
守
り
た
い
と
い

う
人
々
の
要
望
の
高
ま
り
か
ら
、
そ
の

よ
う
に
固
定
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

大
斎
節
に
つ
い
て
見
て
き
ま
し
た

が
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
大

斎
節
は
、
私
た
ち
が
主
イ
エ
ス
の
十
字

架
と
受
難
ま
た
復
活
を
目
指
し
て
、
さ

ら
に
主
の
復
活
の
命
に
あ
ず
か
る
恵
み

を
祈
り
つ
つ
過
ご
す
日
々
な
の
で
す
。 

 

大
斎
節
中
信
仰
の
原
点
に
帰
り
、
自

己
を
見
つ
め
る
祈
り
の
時
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

  

３
月
・
４
月
の
予
定  

◆
３
月 

19
日
㈰ 

大
斎
節
第
3
主
日 

 

20
日
㈪ 

聖
ヨ
セ
フ
日 

21
日
㈫ 

主
教
ト
マ
ス
・
ク
ラ
ン
マ
ー 

 
 

 
 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

25
日
㈯ 

聖
マ
リ
ヤ
へ
の
み
告
げ
の
日 

26
日
㈰ 

大
斎
節
第
4
主
日 

28
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

◆
４
月 

2
日
㈰ 

大
斎
節
第
5
主
日 

3
日
㈪ 

主
教
リ
チ
ャ
ー
ド 

 
 

 
 

4
月
逝
去
者
記
念
聖
餐
式 

4
日
㈫ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

7
日
㈮ 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

8
日
㈭ 

ア
メ
リ
カ
大
陸
の
殉
教
者 

9
日
㈰ 

復
活
前
主
日 

10
日
㈪ 

復
活
前
月
曜
日 

11
日
㈫ 

復
活
前
火
曜
日 

 
 
 
 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
旧
約
） 

12
日
㈬ 

復
活
前
水
曜
日 

13
日
㈭ 

聖
木
曜
日 

14
日
㈮ 

聖
金
曜
日
（
受
苦
日
） 

15
日
㈯ 

聖
土
曜
日 

16
日
㈰ 

復
活
日 

17
日
㈪ 

復
活
後
月
曜
日 

18
日
㈫ 

復
活
後
火
曜
日 

 
 
 
 

聖
書
に
学
ぶ
会
（
新
約
） 

19
日
㈬ 

復
活
後
水
曜
日 

20
日
㈭ 

復
活
後
木
曜
日 

21
日
㈮ 

復
活
後
金
曜
日 

22
日
㈯ 

復
活
後
土
曜
日 

23

日
㈰ 

復
活
後
第
2
主
日 

ひ か り 2017年 3月号 

 日本聖公会 三 光 教 会 第 654 号 

〒142-0064  東京都品川区旗の台6-22-24   

聖母マリアのみ告げ 
 電話 03（3781）2554  

FAX 03(3781)2544  イエスは言われた。「退け、サタン。『あなたの

神である主を拝み、ただ主に仕えよ』と書いてあ

る。」       （マタイ 4：10－11） 

 

http://nskk.org/tokyo/church/sanko/stephen/ 

 

創立 救主降誕1912年(大正元年)11月2日 



（2） 

   
堅
信
受
領
者
総
会
報
告 

  

２
月
26
日
大
斎
前
主
日
の
聖
餐
式

Ⅱ

終
了
後
、
聖
堂
に
お
い
て
２
０
１
７

年
度
（
定
時
）
堅
信
受
領
者
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
堅
信
受
領
者
総
会
」

と
は
、
こ
れ
ま
で
は
「
受
聖
餐
者
総
会
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
会
議
が
、
２
０
１
６

年
の
日
本
聖
公
会
総
会
で
可
決
さ
れ
た

奉
献
法
規
の
改
正
に
伴
う
決
議
の
一
つ

と
し
て
名
称
変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

当
日
は
神
﨑
司
祭
の
開
会
の
お
祈
り

に
続
い
て
、
以
下
の
議
案
が
報
告
、
審

議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
．
２
０
１
６
年
度
教
務
報
告
承
認
の 

 

件 

２
．
２
０
１
６
年
度
活
動
報
告
承
認
の 

 

件 

３
．
２
０
１
６
年
度
会
計
決
算
報
告
・

会
計
監
査
報
告
承
認
の
件 

４
．
２
０
１
７
年
度
活
動
計
画
案
承
認 

の
件 

５
．
２
０
１
７
年
度
会
計
予
算
案
承
認 

の
件 

こ
の
う
ち
、
３
．
２
０
１
６
年
度
会

計
決
算
報
告
、
お
よ
び
５
．
２
０
１
７

年
度
会
計
予
算
案
つ
い
て
、
昨
年
度
は

約
２
百
万
円
の
赤
字
で
、
こ
れ
を
補
て

ん
す
る
た
め
に
任
意
積
立
金
を
取
り
崩

す
こ
と
。
今
年
度
も
献
金
が
減
少
傾
向

に
あ
る
な
か
で
、
諸
々
の
事
情
か
ら
支

出
の
増
額
を
見
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
か
ら
、
当
初
予
算
で
は
約
２
百
万
円

の
赤
字
予
算
を
組
ま
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
が
、
財
務
委
員
長
の
大
越
保
正
兄
か

ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
に
つ
い
て
、 

議
場
か
ら
は
赤 

字
幅
の
解
釈
に
つ
い
て
の
意
見
と
、
ま

た
今
年
度
は
一
層
の
支
出
予
算
の
削
減

が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
最
終
的
に
は
五
つ
の
議
案
す

べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
先
述
の
赤
字
を
補
て
ん
の
た

め
の
任
意
積
立
金
取
り
崩
し
に
よ
り
、

三
光
教
会
任
意
積
立
金
残
高
は
約
60

万
円
と
な
り
、
財
政
基
盤
の
立
て
直
し

が
待
っ
た
な
し
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

堅
信
受
領
者
総
会
の
議
事
資
料
は
教

会
に
余
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 
 
 
 

（
記
・
藤
田
新
一
郎
） 

  
 

婦
人
会
だ
よ
り 

（
２
月
） 

２
月
19
日 

参
加
者
25
名 

 

お
祈
り
、
聖
歌
489
番 

・
神
崎
司
祭
の
お
話 

「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
周
辺
世
界
」
、

「
教
会
の
成
立
」
に
つ
い
て
の
お
話 

で
し
た
。 

・
今
年
の
婦
人
会
の
運
び
に
つ
い
て
。 

お
若
い
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
形
を
考
え
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

・
イ
ー
ス
タ
ー
、
創
立
記
念
日
の
お
料

理
持
ち
寄
り
パ
ー
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
。 

 

イ
ー
ス
タ
ー
は
例
年
通
り
の
持
ち
寄

り
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

・
バ
ス
遠
足
に
つ
い
て
。 

 

日
程
な
ど
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
御
参
加
く
だ
さ

い
。 

 
 
 
 
 

（
記
・
倉
田
迪
子
） 

  
 

男
子
会
だ
よ
り 

（
２
月
） 

 

２
月
は
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
洗

足
教
会
を
訪
問
し
合
同
例
会
と
し
、
２

月
19
日
に
実
施
し
ま
し
た
。 

 
洗
足
教
会
は
中
原
街
道
の
向
か
い
に

あ
り
、
日
本
基
督
教
団
長
老
派
に
属
す

る
教
会
で
毎
年
１
回
お
互
い
の
教
会
を

訪
問
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
日
は
三
光
教
会
か
ら
は
８
名
、

洗
足
教
会
６
名
、
神
崎
和
子
司
祭
も
婦

人
会
の
合
間
を
ぬ
っ
て
部
分
参
加
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
洗
足
教
会
の
神

田
道
彦
長
老
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
主

任
牧
師
の
洪
先
生
も
お
出
か
け
前
に
暫

く
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

ど
ち
ら
の
教
会
も
高
齢
化
が
進
み
、

子
弟
の
出
席
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

洗
足
教
会
で
は
第
４
主
日
を
家
族
で
出

席
す
る
日
と
し
て
働
き
か
け
て
い
る
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
と
の
こ
と
。
ま

た
教
会
の
扉
が
鉄
製
で
重
々
し
い
の
は

入
り
ず
ら
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。 

三
光
教
会
か
ら
は
、
香
蘭
女
学
校
の

行
事
に
合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ー
チ

を
開
催
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
香
蘭
の

聖
歌
隊
が
、
卒
業
生
の
成
人
記
念
礼
拝

を
教
会
で
行
な
う
な
ど
繋
が
り
を
深
め

て
い
る
と
報
告
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に

神
田
長
老
の
奥
様
は
香
蘭
女
学
校
の
卒

業
生
と
の
こ
と
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
協
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
来
年
は
三
光
教
会
を

会
場
に
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
散

会
し
ま
し
た
。 

 
(

記
・
永
井
信
行) 

    

堅
信
受
領
者
総
会
報
告 
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 ■

御
協
力
の
お
願
い 

 

ベ
タ
ニ
ア
ホ
ー
ム
後
援
会
主
催 

 

舘
野 

泉
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル 

 
 

 
 

 

脳
出
血
に
よ
り
舞
台
で
倒
れ
、
半
身

不
随
の
今
、
再
び
左
手
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
世
界
で
活
躍
中
の 

― 

 

『
舘
野 

泉
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
』 

・
日
時 

6
月
8
日 

㈭ 

14
時
開
催 

・
場
所 

 
 

横
浜
み
な
と
み
ら
い 

大
ホ
ー
ル 

・
チ
ケ
ッ
ト
代 

３
，
０
０
０
円 

 

こ
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
三
光
教
会
が

後
援
し
て
い
ま
す
。
御
参
加
い
た
だ
け

る
方
は
、
三
光
教
会
と
し
て
申
し
込
み

ま
す
の
で
、
橋
本
夏
子
ま
で
御
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

＊ 
 

 
 

 

＊ 

［
訂
正
］
前
号
で
『
舘
野
泉
ピ
ア
ノ
リ

サ
イ
タ
ル
』
の
開
催
時
間
を
16
時
と
記

し
ま
し
た
が
14
時
か
ら
が
正
し
く
、
訂

正
い
た
し
ま
す
。 

   
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
三
光
教
会 

俳
句
同
好
会
の
作
品
か
ら 

 
 
 

 

昨
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
毎
月
第

３
水
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
４
時
ま
で
、

三
光
教
会
「
俳
句
同
好
会
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
結
社
・
流
派
に
と
ら
わ
れ

な
い
で
、
句
作
を
通
し
て
教
会
内
の
交

流
を
深
め
る
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。 

 

毎
回
各
自
四
句
を
投
句
し
て
、
自
由

に
意
見
を
出
し
合
い
、
句
歴
を
持
つ
教

会
員
の
助
言
を
得
て
、
実
作
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。
２
月
例
会
で
の
一
句

を
紹
介
し
ま
す
。 

 

洗
礼
の
小
さ
き
額
へ
春
の
水 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

大
石 

坦 

 

立
春
や
脚
よ
り
細
き
タ
イ
ツ
穿
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

三
澤
清
太 

 

房
総
の
海
と
花
と
の
香
り
立
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

橋
本 

守 

 

八
十
路
を
ば
越
え
た
ん
だ
っ
て
山 

 

笑
う 

 
 
 

 
 

 
 

笠
原
立
子 

 

天
窓
の
光
の
帯
に
春
を
み
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

吉
川 

晃 

 

亡
き
夫
へ
香
り
と
ど
け
と
ろ
う
梅 

 

に 
 

 
 

 
 

 
 

佐
藤
百
合
子 

 

目
を
誘
ひ
口
元
誘
ふ
桜
餅 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

尾
本
美
代
子 

 

春
の
鳥
追
い
か
け
っ
こ
の
井
の
頭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
井
康
子 

 

被
献
日
や
地
の
塩
と
し
て
主
を
仰
ぐ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
村
悦
子 

 

春
菊
の
穂
先
を
揃
え
盛
る
土
鍋 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

今
井
香
津
子 

 

日
な
た
か
ら
心
あ
ら
た
め
立
ち
上 

 

（
あ
が
）
る 

 
 
 

 
 

内
田
安
雄 

 

水
仙
や
花
の
重
み
に
耐
え
か
ね
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

内
田
公
子 

 
伯
母
逝
き
て
大
阪
が
遠
く
離
れ
て
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
田
清
子 

 

紅
梅
や
そ
の
香
と
と
も
に
お
も
て
な 

 

し 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
村
輝
夫 

 

修
道
女
冬
の
こ
ろ
も
の
ま
ま
に
逝
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鈴
木 

一 

★
次
回
は
４
月
19
日
㈬
に
教
会
の
会

館
で
開
催
し
ま
す
。
投
句
締
切
は
４
月

10
日
。
御
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
世

話
人
の
吉
村
輝
夫
・
鈴
木
一
ま
で
お
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 ■

春
の
教
会
ワ
ー
ク
を 

 
 

３
月
18
日
㈯ 

に
予
定 

！ 

 

― 

雨
樋
の
清
掃
、
メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
の 

 
 

整
理
、
ほ
か 

― 

  

クワイヤーメンバー募集 ♪♪ 

 歌で奉仕しようと言うお気持ちの 

  ある方の参加をお待ちしています。 

 特に男性パートの方のご参加をお願いします。 

〈練習〉：毎週日曜日  9:30～ 

   ウィークデイレッスン  月 1 回 19:00～ 

〈連絡先〉三光教会クワイヤー  斎藤  大川 
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教会のお掃除にご協力を 

聖堂内外のお掃除の協力者が

少なくなりました。土曜日の午

前 10時から１時間程ご奉仕くだ

さい。ご協力いただける方は直

接参加してください。 

  
はじめて教会にいらした方へ 

 
礼拝様式に馴れない方は椅子に

お掛けになったままで結構です。 
 礼拝中の献金は、信施金とし 

て伝道のために献げられるも

のです。金額は自由です。 

 わからない点は隣の席の者か

案内係にお聞きください。 

  
礼拝のご案内 

■主日礼拝 
 午前 7:00 早祷・嘆願 

 午前 7:30 聖餐式 

 午前 9:00 ステパノ会 

     (日曜学校)礼拝 

 午前 10:30 聖餐式 

 午後 4:00 夕の礼拝 

■平日礼拝 

月曜日から土曜日までは、

毎朝 6:30 の早祷に引き続

いて聖餐式 
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